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【 お問合わせ 】 真宗大谷派大津別院  滋賀県大津市中央2丁目5-25 
電話・077-522-6960（ファックス兼用）   E-mail. otsubetsuin@gmail.com   
http://www.k-kyoku.net/cat/betsuin/otsu-betsuin   http://www.facebook.com/otsubetsuin ※境内にコインパーキングがございます（有料）

第 1 回 9月15日（木）
第2回 10月25日（火）
第3回 12月 7日（水）

大津港 琵琶湖文化館

アーカス 大津市民会館
琵琶湖ホテル

京阪石山坂本線

国道161号 至石山寺▶◀至坂本

◀至京都 至草津▶国道１号

滋賀県庁

京阪
京津線

▼至三条京阪 大津 I.C

島ノ関

JR琵琶湖線

名神高速道路

琵琶湖

浜大津駅

大津駅

大津別院

場所 時間真宗大谷派
（東本願寺）大津別院 午後2時から 会費 500円各

回

大津別院のYOUTUBEで
過去の講話をご覧いただけます。

2022

［プログラム］

1：30 受付開始
2：00 開講、勤行
      主催者挨拶
2：15 講話
3：45 閉会、恩徳讃
      書院公開（希望者）
※内容は若干変更する場合がございます。

引き続き

※間に約10分の休憩

滋賀大学教育学部、大谷大学大学院卒業。1976年
大谷大学大学院文学研究科仏教文化専攻博士後期
課程単位取得退学。大谷大学文学部教授退職（名誉
教授）。博士（文学）。著書『真宗関係浄瑠璃展開史
序説－素材の時代』『親鸞聖人四幅御絵伝 絵解』ほか

沙加戸 弘 師
サ カド ヒ ロ ム

■　書院（本堂後方）　徳川家三代（家康・秀忠・家光）が上洛する際、
当時の東本願寺門首（教如上人・宣如上人）とこの地で会見され
ました。寛文10年（1670）に再建されたものです。重要文化財。

■　本堂　慶安2年（1649）に再建されたもので、江戸時代初期
の真宗寺院建築の特徴を伝える貴重なものとして、書院と同じく
重要文化財に指定されています。

■　親鸞聖人等身御影（本堂内陣）
■　教如上人御影、観如上人御影（本堂北余間）
※講座終了後に重要文化財・書院の一般公開があります。大津別院は慶長5年（1600）に、後に東本願寺を建立する教如上人が創建されました。
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真宗大谷派
（東本願寺）大津別院

当講座は、親鸞聖人の教えを通して、仏の教えをともに聞く聞法会
です。全３回の開催となります。どなたでも、可能な日程だけでも、
ご参加いただけます。ぜひ、お誘い合わせの上、ご参加ください。


